
● 今月の表紙
愛宕山子供歌舞伎「義経千本桜」

（４月 25 日撮影）
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人・自然・伝統 与謝野で織りなす 新たな未来

YOSANO広報よさの



【連載 03】加悦鉄道（加悦～丹後山田）開業 100 年

広報よさの５月号（No.243）では、加悦鉄道の開業から 10 年を迎えるまでの歩みの中、
震災復興で活躍後、「絹鉄道」として人々の憧れの的であった時期についてお伝えしました。
今月は、さらにその後、第二次世界大戦が終結するころまでについてお伝えします。

問　産業観光課 ☎ 43-9012

― 

年
表 

―

開
業
10
年
後
～
終
戦

　
加
悦
鉄
道
が
開
業
10
年
を
迎
え
る
約
２

年
前
の
１
９
３
４
（
昭
和
９
）
年
、
電
気

化
学
工
業
の
分
野
を
開
い
た
と
さ
れ
る
実

業
家
森も

り
の
ぶ
て
る

矗
昶
（
日
本
冶
金
工
業
株
式
会
社

へ
改
称
前
の
日
本
火
工
株
式
会
社
社
長
）

が
大
江
山
に
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
土
を
発
見
。
そ

の
鉱
土
を
製
錬
（
※
１
）
す
る
た
め
、
大
江

山
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
業
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
鉱
土
発
見
か
ら
４
年
後
、
ニ
ッ
ケ
ル
鉱

土
は
鉱
山
（
現
在
の
滝
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
場
付
近
）
か
ら
加
悦
駅
ま
で
は
ト

ラ
ッ
ク
で
、
加
悦
駅
か
ら
丹
後
山
田
駅
ま

で
は
加
悦
鉄
道
で
、
丹
後
山
田
駅
か
ら
石

川
県
七
尾
市
の
セ
メ
ン
ト
会
社
ま
で
は
日

本
国
有
鉄
道
で
運
ば
れ
ま
し
た
。

ニ
ッ
ケ
ル
鉱
土
の
発
見

１
９
３
８
（
昭
和
13
）
年

１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年

１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年
～

１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年

１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年

１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年

１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年

大
江
山
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
業
が
石
川
県
七
尾

市
で
精
錬
を
開
始

大
江
山
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
業
が「
加
悦
鉄
道
」

の
経
営
権
を
取
得

「
鉱
山-

加
悦
駅
」「
丹
後
山
田
駅-

岩
滝
製
錬
工
場
予
定
」（
専
用
鉄
道
岩

滝
線
）
の
線
路
敷
設
工
事
を
開
始

第
二
次
世
界
対
戦
が
勃
発
（
９
月
）

「
鉱
山-

加
悦
駅
」
が
開
通

岩
滝
製
錬
工
場
の
建
設
に
着
手

太
平
洋
戦
争
が
勃
発
（
12
月
）

専
用
鉄
道
岩
滝
線
が
開
通

岩
滝
精
錬
工
場
が
竣
工

大
江
山
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
業
が
日
本
冶
金
工

業
に
吸
収
合
併

ニ
ッ
ケ
ル
鉱
土
の
輸
送
量
が
年
間
20
万

ト
ン
超
え

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
（
８
月
）

ニ
ッ
ケ
ル
鉱
土
の
採
掘
が
休
止

●●●●● ●●

　
大
江
山
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
業
は
、
ニ
ッ
ケ
ル

の
本
格
的
な
生
産
を
始
め
る
た
め
、
野
田

川
河
口
付
近
に
製
錬
工
場
を
建
設
す
る
こ

と
を
決
定
。
鉱
山
か
ら
製
錬
工
場
ま
で
の

輸
送
経
路
の
約
半
分
を
占
め
て
い
た
「
加

悦
鉄
道
」
の
経
営
権
を
、
１
９
３
９
（
昭

和
14
）
年
に
取
得
。
こ
れ
に
よ
り
、
加
悦

鉄
道
の
社
紋
は
、
現
在
の
日
本
冶
金
工
業

株
式
会
社
の
も
の
と
同
じ
双
輪
マ
ー
ク
と

な
り
ま
し
た
。
今
日
も
２
号
機
関
車
な
ど

お
馴
染
み
の
マ
ー
ク
は

こ
の
と
き
か
ら

の
車
両
に
、
そ
の
社
紋
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

の
大
量
輸
送
に
よ
り
、
収
支
が
大
幅
に
改

善
し
ま
し
た
。

　
１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
に
は
、
各
駅

の
拡
張
や
全
線
の
レ
ー
ル
交
換
、
信
号
設

備
の
設
置
、
加
悦
駅
の
転
車
台
の
建
造
な

ど
、
整
備
の
拡
充
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
同
年
10
月
に
は
専
用
鉄
道
岩
滝
線
が

開
通
し
、
11
月
に
岩
滝
製
錬
工
場
も
竣
工

し
ま
し
た
。

　
加
悦
鉄
道
の
開
業
当
時
か
ら
、
世
界
的

に
大
規
模
な
経
済
危
機
の
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
世
界
各
地
で
紛
争
が
起

こ
り
、
１
９
３
９
年
に
は
第
二
次
世
界
大

戦
が
始
ま
り
、
さ
ら
に
そ
の
２
年
後
に
は

太
平
洋
戦
争
が
勃
発
。
戦
況
が
し
だ
い
に

過
酷
さ
を
増
す
に
つ
れ
、
大
江
山
鉱
山
も

年
々
、
増
産
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
加
悦

鉄
道
の
従
業
員
数
も
増
え
続
け
、
最
大
で

１
５
０
人
に
達
し
た
そ
う
で
す
。

　
加
悦
鉄
道
の
経
営
権
が
現
・
日
本
冶
金

工
業
株
式
会
社
に
移
っ
た
２
ヵ
月
後
か

ら
、「
鉱
山
― 

加
悦
駅
」
間
の
大
江
山
線

と
、「
丹
後
山
田
駅
― 

岩
滝
製
錬
工
場
予

定
地
」
間
の
専
用
鉄
道
岩
滝
線
の
敷
設
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
２
年

後
、
岩
滝
製
錬
工
場
の
建
設
も
始
ま
り
ま

し
た
。
な
お
、
大
江
山
線
は
、
１
９
４
０

（
昭
和
15
）
年
６
月
に
開
通
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
加
悦
鉄
道
は
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
土

鉄
路
の
拡
張
と

設
備
の
充
実

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る

加
悦
鉄
道

　
戦
況
は
さ
ら
に
悪
く
な
り
、
一
般
の
乗

車
券
は
発
売
が
制
限
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

平
和
に
人
や
資
源
を

運
ん
で
欲
し
い
の
に
…

中
で
も
、
４
年
ほ
ど
の
間
に
収
入
を
伸
ば

し
て
い
た
通
学
定
期
券
の
売
上
が
、
学
徒

動
員
の
影
響
で
半
減
し
た
そ
う
で
す
。
ま

た
、
出
征
軍
人
の
見
送
り
は
、
全
村
あ
げ

て
の
行
事
で
あ
っ
た
と
「
創
立
百
周
年
記

念
誌　
野
田
川
町
立
山
田
小
学
校
」
に
記

さ
れ
て
お
り
、
駅
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
埋
め
尽
く
す
人
々
の
写
真
か
ら
、
加
悦

鉄
道
や
こ
の
地
域
も
、
戦
争
の
影
響
を
大

き
く
受
け
た
歴
史
の
一
端
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
の
中
、
旅
客
と
一
般

貨
物
の
収
支
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
、

代
わ
り
に
戦
争
の
た
め
の
大
増
産
の
号
令

に
よ
り
、
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
土
の
輸
送
量
は
年

間
20
ト
ン
を
超
え
る
規
模
と
な
り
、
大
変

忙
し
い
状
況
が
続
い
た
よ
う
で
す
。

　

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
８
月
15
日
、

ニ
ッ
ケ
ル
鉱
土
の
輸
送
鉄
路
と
し
て
フ
ル

稼
働
し
て
い
た
加
悦
鉄
道
に
も
、
第
二
次

世
界
大
戦
の
終
結
が
訪
れ
ま
し
た
。
終
戦

に
よ
り
、
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
土
の
採
掘
は
休
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

加
悦
鉄
道
は
加
悦
駅
― 

丹
後
山
田
駅
間

の
地
方
鉄
道
に
戻
り
、
従
業
員
の
数
も
戦

前
並
み
へ
と
戻
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、経
営
は
一
気
に
赤
字
に
転
落
し
、

不
要
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
レ
ー
ル
の
一
部

を
売
却
す
る
な
ど
し
て
、
窮
状
を
し
の
い

だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
、
止
む

を
得
ず
約
50
台
の
車
両
が
解
体
や
転
売
さ

れ
ま
し
た
。

　
過
去
を
知
る
こ
と
は
、
何
気
な
い
日
常

や
平
和
の
大
切
さ
、
そ
し
て
歴
史
の
積
み

重
ね
に
よ
っ
て
現
在
の
暮
ら
し
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

双輪マークが付いた２号機関車（昭和 45 年）

終
戦
直
後
の

厳
し
さ
と
寂
し
さ

● ●

出征軍人の見送りで埋め尽くされる丹後山田駅のホーム
（創立百周年記念誌　野田川町立山田小学校より）

　
今
月
号
は
、
加
悦
鉄
道
開
業
10
年
ご
ろ

か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
ま
で
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
し
た
。
来
月
号
で
は
、

戦
後
の
試
練
や
時
代
が
流
れ
、
鉄
道
車
両

と
し
て
の
役
割
を
終
え
廃
線
に
至
る
ま
で

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

（※１）鉱土を製鉄炉の中で高熱で加熱し、酸素を取り除いて金属鉄を取り出す作業
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三
河
内
曳
山
祭

加
悦
谷
祭

岩
滝
祭

まちに響く祭り の熱気

動鼓
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まちの  話題話題  お届けします

● 与謝野の食べる桜 桜葉収穫体験

桜を通して触れる与謝野の食文化

　与謝野町観光協会が主催する「与謝
野の食べる桜 桜葉収穫体験」が開催さ23

5

れ、桜葉摘みや桜もちづくりを通して、与謝野町
の食文化に触れました。
　参加者の皆さんは、畑でていねいに桜葉を摘み
取った後、加工場での作業体験や、地元産の桜葉
を使ったさくらもちづくりに挑戦。昼食には「桜
うどん」も振る舞われ、与謝野町ならではの “食
べる桜” を味わいました。

桜葉をていねいに収穫する参加者

● 第 41 回大江山一斉登山

大江山の自然を楽しむ一日

　「第 41 回大江山一斉登山」開催され、
福知山市、宮津市、与謝野町の登山口か24

5

ら約 200 人が山頂の千丈ヶ嶽をめざしました。
　与謝野町の加悦双峰公園ルートには、家族連れ
や友人同士など約 100 人が集合。皆さんは新緑
に包まれた登山道を歩きながら、さわやかな汗を
流していました。山頂では手作りのお弁当を広げ
たり、眼下に広がる景色を写真に収めたりするな
ど、思い思いに登山を満喫する姿が見られました。

加悦双峰公園から千丈ヶ嶽に向かって登山する参加者

● 第 75 回阿蘇海一周マラソン大会

仲間たちの思いをたすきに込めて

　天橋立（文珠）をスタート・ゴール
とする「第 75 回阿蘇海一周マラソン大9

5

会（主催：与謝地方中学校体育連盟）」が開催され、
選手たちは仲間たちや家族の声援を背に、懸命に
たすきをつなぎました。
　本大会は６区間 12.8 ㎞で競われ、宮津市、伊
根町、与謝野町内の中学校６校からオープン参加
を含む 12 チームが出場。各中継所では、仲間の
到着を待つ選手たちが大きな声で声援を送り、た
すきを受け取ると勢いよく次の区間へ駆け出して
いきました。沿道からは仲間や保護者らの温かな
応援が送られ、選手たちは苦しい表情を見せなが
らも、最後まで力を振り絞って走り抜きました。
最終結果は、昨年に続いて見事ワンツーフィニッ
シュを決めた橋立中学校が、「総合の部」で５連
覇を達成しました。
　なお、町内の中学校の「総合の部」の順位は、
以下のとおりです。

第３中継所でたすきを受け取り走り出す橋立中学校の選手（左）

　４月 25 日から５月４日にかけて「春の例祭」が
執り行われ、町内には太鼓や笛の音、活気あふれる
声が響き渡りました。
　４月 25 日・26 日に行われた加悦谷祭では、後
野地区の「愛宕山子供歌舞伎（表紙写真）」が２年
ぶりに上演されました。役者を務める小学２年生か
ら６年生までの６人の子どもたちは、３月中旬から
稽古を重ねてきました。当日は、朝早くから化粧や
着付けを施され、子どもたちは役者へと変身。上演
された演目は、９年ぶりとなる「義経千本桜」です。

● 春の例祭（加悦谷祭・岩滝祭・三河内曳山祭） 受け継がれる郷土芸能、各地で歓声

大虫神社の神楽（加悦谷祭）

上演を終えると、大きな拍手がわき起こり、おひね
りが飛び交いました。
　５月１日は岩滝祭。あいにくの雨天となりました
が、子どもたちの力強い太鼓の音や元気な神楽舞、
太刀振りなどが各所で見られました。
　５月３日・４日は、春の例祭を締めくくる三河内
曳山祭が厳かに行われました。４日の「曳山行事」
では天候が危ぶまれましたが、丹後ちりめんの産地
を象徴する山屋台が地域内を巡り、見物客を魅了し
ていました。

男山八幡神社を出発する神輿（岩滝祭） 豪華絢爛な山屋台が並ぶ（三河内引曳山祭）

第１中継所でたすきを受け取り
走り出す加悦中学校の選手

● 初夏の加悦鉄道まつり

ミニ列車に乗って出発進行

　加悦鉄道資料館（旧加悦鉄道加悦駅舎）
において、「初夏の加悦鉄道まつり」が5

5

開催され、多くの親子連れでにぎわいました。
　５月３日から６日までの４日間、鉄道模型走行
会や体験型イベントなど、多彩な催しが日替わり
で行われました。５日には、子どもたちに大人気
の同駅舎を周回するミニ列車の乗車体験を実施。
晴天の下、親子で仲良く列車に乗り込み、笑顔で
楽しむ姿が見られました。

駅舎の周囲を周回するミニ列車に乗る親子

優勝
２位

橋立中学校（５連覇）
加悦中学校　３位　江陽中学校

【総合の部】

第３中継所でたすき渡しをする
江陽中学校の選手

Event Information

ちりめん街道の夏の恒例イベントとして親しまれて
いる「ゆかたでぶらり☆ちりめん街道」。キッチンカー
などで飲食を楽しめるほか、街道沿いに設置された
行燈に明かりがともると、幻想的な雰囲気に包まれ
た、いつもとは違うちりめん街道を散策できます。
雨天中止。

ゆかたでぶらり☆
ちりめん街道

短冊に願いを込める来場者（昨年の様子）

47
㊏

PM 5:00

PM 9:00
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ご
み
を
適
切
に
処
理
せ
ず
、
み
だ
り

に
道
路
や
空
き
地
、
農
地
に
捨
て
る
行

為
を
「
不
法
投
棄
」
と
い
い
ま
す
。
こ

れ
は
れ
っ
き
と
し
た
「
犯
罪
行
為
」
で

あ
り
、
空
き
缶
な
ど
の
一
般
家
庭
ご
み

の
ポ
イ
捨
て
も
含
め
て
法
律
で
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
行
為
に
は
、「
５
年
以

下
の
懲
役
、
も
し
く
は
１
０
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
」
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
ご

み
の
不
法
投
棄
は
地
域
の
迷
惑
に
な
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
与
謝
野
町
の
豊
か

な
自
然
環
境
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
す
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
与
謝
野
町
で
は
、
宮
津
与
謝

広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
て
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
お
り
、
不
法
投
棄
の
防
止
や
環
境
美

化
に
努
め
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合

　
与
謝
野
町
で
は
「
不
法
投
棄
者
」
が

判
明
し
た
場
合
は
、
警
察
と
連
携
し
て

対
処
し
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
を
目
撃

し
た
場
合
は
、
直
ち
に
関
係
機
関
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

宮
津
警
察
署 

☎
２
５・０
１
１
０

● 

農
林
環
境
課 

☎
４
３・９
０
２
３

【
連
絡
時
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
内
容
】

● 

い
つ 

… 

不
法
投
棄
さ
れ
て
い
た
時

間
帯
や
時
期

● 

ど
こ
で 

… 

場
所

● 

だ
れ
が 

… 

捨
て
た
方
の
情
報

（
車
の
ナ
ン
バ
ー
な
ど
）

● 

ど
ん
な 

… 

ご
み
の
種
類
や
量

不
法
投
棄
し
た
場
合

　
意
図
せ
ず
ご
み
を
不
法
投
棄
し
た
場

合
は
、
土
地
の
占
有
者
（
管
理
者
）
の

責
任
に
よ
っ
て
自
ら
処
分
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
土
地
占
有
者
ま
た
は
管
理

者
で
、
日
ご
ろ
か
ら
定
期
的
な
巡
回
や

草
刈
り
な
ど
適
正
な
管
理
を
行
っ
て
い

た
だ
き
、
不
法
投
棄
の
防
止
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。

よ
く
あ
る
ご
相
談

Q
隣
組
単
位
で
管
理
し
て
い
る

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
、
他

地
域
か
ら
ご
み
を
捨
て
ら
れ
る
。
回
収

し
て
ほ
し
い
。

A
／
隣
組
で
ご
み
の
分
別
を
し
て
い

た
だ
き
、
ご
み
収
集
日
に
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
分
別
す
る
中

で
、
排
出
者
が
わ
か
る
よ
う
な
も
の
が

見
つ
か
れ
ば
警
察
に
ご
相
談
い
た
だ

き
、指
導
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ごみの

犯罪です！
ポイ捨ては
不法投棄、

問　農林環境課 ☎ 43-9023

ペ
ッ
ト
の
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

犬
の
ふ
ん
・
尿
は

飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て
始
末
を

　

ペ
ッ
ト
は
大
切
な
家
族
の
一
員
で

す
が
、
周
囲
の
人
が
全
員
、
動
物
好

き
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
飼
い
主
の
何

気
な
い
行
動
が
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
や

不
快
感
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

人
と
動
物
が
気
持
ち
よ
く
共
生
で

き
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
飼
い
主

の
責
任
と
し
て
ペ
ッ
ト
の
マ
ナ
ー
を

し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

散
歩
中
の
ふ
ん
や
尿
な
ど
の
排
泄
マ

ナ
ー
に
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
犬

の
ト
イ
レ
は
、
で
き
る
だ
け
自
宅
で
済
ま

せ
て
か
ら
散
歩
に
出
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
日
ご
ろ
か
ら
自
宅
で
排
泄
す
る

習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
悪
天
候
時

や
飼
い
主
の
体
調
不
良
な
ど
で
外
出
が
難

特
に
「
排は

い
せ
つ泄

」
に
は

注
意
が
必
要
で
す

問　農林環境課 ☎ 43-9023

し
い
場
合
で
も
、
犬
に
無
理
を
さ
せ
ず
に

済
み
ま
す
。
ま
た
、
ふ
ん
や
尿
に
よ
る
近

隣
へ
の
迷
惑
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
犬
を
散
歩
さ
せ
る
際
は
、
必
ず

リ
ー
ド
を
着
用
し
、
人
に
迷
惑
と
な
る
場

所
で
排
泄
を
さ
せ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
ふ
ん
を
し
た
場
合
は
、
必
ず

持
ち
帰
っ
て
処
理
（
※
１
）
し
ま
し
ょ
う
。

尿
に
つ
い
て
も
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ

た
水
で
洗
い
流
す
な
ど
、
周
囲
へ
の
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
公
共
の
場
所
や
他
人
の
敷
地
を
ふ
ん
や

尿
で
汚
す
行
為
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。
飼
い
主
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
、

人
と
動
物
が
共
生
で
き
る
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
※
１
）
紙
や
新
聞
紙
な
ど
で
包
み
、「
可
燃
ご
み
」

と
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い

　

病
原
体
を
保
有
す
る
ダ
ニ
に
刺

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
感

染
症
「
ダ
ニ
媒
介
感
染
症
」。

　

京
都
府
北
部
の
医
療
機
関
か

ら
、
ダ
ニ
媒
介
感
染
症
〔
Ｓ
Ｆ
Ｔ

Ｓ
（
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候

群
）〕
や
日
本
紅
斑
熱
な
ど
の
報

告
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
丹
後
保

健
所
管
内
で
は
、
令
和
７
年
度
、

Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
が
３
件
、
日
本
紅
斑
熱

が
８
件
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

農
作
業
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
野

外
活
動
で
、
草
む
ら
な
ど
ダ
ニ
の

生
息
場
所
に
立
ち
入
る
と
、
ダ
ニ

に
刺
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ダ
ニ
が
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
を

保
有
し
て
い
る
場
合
、
か
ま
れ
た

人
が
病
気
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

山
や
草
む
ら
で
の

野
外
活
動
の
際
に
は
、

注
意
が
必
要
で
す
。

ダ
ニ
に
ご
注
意
!!

長
袖
や
長
ズ
ボ
ン
、
登
山
用
ス

パ
ッ
ツ
な
ど
を
着
用
す
る
。

シ
ャ
ツ
の
裾
は
ズ
ボ
ン
の
中
に

入
れ
、
ズ
ボ
ン
の
裾
は
靴
下
や

長
靴
の
中
に
入
れ
る
。

帽
子
や
手
袋
を
着
用
し
、
首
に

タ
オ
ル
を
巻
く
。

虫
よ
け
剤
を
使
用
す
る
。

ダ
ニ
に
か
ま
れ
な
い

ポ
イ
ン
ト

肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る

●●●●

無
理
に
引
き
抜
こ
う
と
せ
ず
、

医
療
機
関
で
処
置
（
ダ
ニ
の
除

去
、洗
浄
な
ど
）を
し
て
も
ら
う
。

数
週
間
は
体
調
の
変
化
に
注
意

し
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る

場
合
は
医
療
機
関
を
受
診
す
る
。

ダ
ニ
に
か
ま
れ
た
場
合

●●

啓発・注意ページ

必ずリードを
着用する
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こんにちは、ひまわりふれ愛隊です！

　わたしたちは与謝野町消防団の女性消防隊として、
火災や災害などの予防啓発を中心に活動しています。
隊の名の通り、住民の皆さんとの『ふれあい』を大切
に、消防団の活動を身近に感じてもらえるよう頑張り
ますので、皆さんの応援をよろしくお願いします。
　なお、新入団員も募集中です♪

一人ひとりが防火防災につとめ、
自分たちの未来を守りましょう！

出
初
式
の
分
列
行
進

火の確認　いい日を支える　いい習慣令和８年度全国統一標語

今年に入ってから町内で火災が急増しています。ちょっとした不注意が
火災につながることがあります。今一度、火の元にご注意ください。

― 火災が増えています！ ―

ひまわりふれ愛隊の「ここが知りたい！」

子育て中の
ママも
活動中です！

ひまわりふれ愛隊は出動しません。主に、広報活動や
防火チラシ作りなどの予防活動をしています。

2 ヵ月に１度、定例会を開いて活動内容を決めています。
また、防災フェア（右写真）や年末警戒、出初式に参加し
ています。消防車両に乗って広報活動もしています。

18 歳以上の方で定年はありません。興味のある方は、
どなたでも参加していただけます！

活動に応じて手当が支給されます。
Q 活動はボランティアですか？

Q 年齢制限はありますか？

Q 火事が起きたときは出動しますか？

Q どんな活動をしていますか？

編集 ● ひまわりふれ愛隊がんばってます！消防団　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ ▶

● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

【加 悦 分 室】６月 13 日（土）
【野 田 川 分 室】６月 27 日（土）

おはなし会を開催します

梅雨の季節に、家の中で本を読むひとときを過ごしてみてはいかがで
すか？雨にまつわる本

『レインメーカー』
真山仁／幻冬舎

書名の由来は、雨が降るよ
うに大金を稼ぐ弁護士の呼
び名。医療訴訟専門で凄腕
と評判の主人公が、2 歳児
の急死に関する医療過誤訴
訟に立ち向かうさまを、遺
族の両親、病院や医師、相
手の弁護士たちのさまざま
な思惑とともに描く法律サ
スペンス。

『死神の精度』
伊坂幸太郎／文芸春秋

「仕事だからだ」とやるべ
きことをやり、余計なこと
はやらず、さっさと終わら
せたいという、そんな彼の
職業は「死神」。しかも、
彼が仕事をするときにはな
ぜか雨が降るのだそう。相
手に合わせ最もふさわしい
姿で現れる、そんな彼の仕
事ぶりを描いた連作集。

『雨ふる本屋』
日向理恵子、吉田尚令／童心社

急に降り出した激しい雨を
避けて図書館へ駆け込んだ
ルウ子は、本棚の奥で不思
議な「雨ふる本屋」に迷い
込みます。忘れられた “物
語の種” から本を作る手伝
いを通して、物語の大切さ
や人とのつながりを知って
いく、幻想的で心温まる１
冊。

『あめ　じょあじょあ』
イミエ、田島征三、おおたけきよみ／光村教育図書

「じょあじょあ」とは、
雨が勢いよく降る様子を
表した韓国の言葉。雨が
降った後は土を湿らせ野
菜を育て、海へ流れ、そ
して水蒸気になって空で
雲となり、また雨を降ら
す。雨が姿を変える様子
を『しごくのそうべえ』
の作家が描く絵本。

【本 館】７月４日（土）
【野 田 川 分 室】７月５日（日）
【加 悦 分 室】７月 11 日（土）
※ すべて午前 10 時 30 分～

>>> 七夕・夏のおはなし会

　　　 ●『教養としての災害と考
古学』山本誠／淡交社　●『右
腕を失った野球人』佐野慈紀／

KADOKAWA　●『高校に行かないと決めた
14歳の日から』七井マリ／文芸社　●『ビバ
リウム Adoと私』小松成美／KADOKAWA
児童書 ●『もしも桃太郎のおばあさんがマッチ
ョだったら』柳田理科雄／集英社　●『まこち
ゃんとコトバロボ』村上しいこ／佼成出版社　
●『10かいだてのおひめさまのおしろ』のは
なはるか／PHP研究所

今月の
新着図書

一般書
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よさの

健 康
チャレンジ

【対象】町内在住の 20 歳以上の方
【期間】11 月 30 日（月）まで

STEP

1
３つのコースから
続けやすいコースを一つだけ選択

測るだけで OK ！

血圧測定コース1
測るだけで OK ！

体重測定コース2

日常生活の歩数で OK ！

歩数計測コース3

STEP

2
コースを選択したら
記録を開始
11 月 30 日までの
うちの 60 日分を
記録。いつから始
めても、連日でな
くても大丈夫！

※ 記録用紙（黄色）は、住民健診の申込案内に
※ 同封しているほか、保健課にも置いています

STEP

3
記録用紙を住民健診会場、
または保健課にお持ちください
記録用紙と引き換えに参加賞をお渡しします。

参加者の感想

ウォーキングを今
までしていたが、
記録が励みになり
がんばれた。

体
重
が
気
に
な
り
記

録
し
て
い
ま
し
た
。

お
風
呂
上
り
に
血
圧

測
り
ま
す
！

※ 特別賞受賞者

すこやか広場 「健康チャレンジ」に参加してお得に健康習慣

　このチャレンジは、「血圧測定
コース」「体重測定コース」「歩数
計測コース」のいずれかの行動目
標に自宅で取り組み、所定の用紙
に 60 日分の記録を記入のうえ、
住民健診会場または保健課へ提出
していただくと、参加賞を贈呈す
るものです。さらに、参加者の中
から W チャンスとして、豆っこ
米や健康グッズ、防災グッズなど
が当たる特別賞を抽選で贈呈して
います。
※ 昨年度は 20 人に特別賞を贈呈

　今年度は、健診受診や保健課事
業への参加申し込み、アンケート
回答を行うことで、特別賞の当選
確率が最大３倍になる特典もあり
ます。

　血圧・体重・歩数を測ることは、自分の体の状態を知る第一歩です。毎日続けることで、小さな変
化に気づきやすくなり、食事や運動などを見直すきっかけになります。体重や血圧を定期的に確認す
ることで、生活習慣病予防や重症化予防にもつながります。「測るだけ」の簡単な健康習慣ですが、
自身の健康に関心を持つ大切なきっかけになります。
　与謝野町では、血圧・体重・歩数を記録して取り組む「健康チャレンジ」を実施中です。記録を続
けることで自分の頑張りや変化が見え、健康づくりを続けやすくなります。楽しみながら、健康づく
りをはじめてみませんか。

認知症
コラム

住み慣れた地域で
安心して暮らしていけるように

【第 14 弾】
認知症疾患医療センターとは

問　地域包括支援センター（福祉課内） ☎ 43-9021

　
こ
ん
に
ち
は
、
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
で
す
。
今
月
は
「
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

ご
自
身
や
ご
家
族
に

こ
の
よ
う
な
変
化
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
年
の
せ
い
か
病
気
の
せ
い
か
忘

れ
っ
ぽ
く
な
っ
た
」

「
大
切
な
約
束
を
忘
れ
る
」

「
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
気
が
す
る
」

「
こ
の
先
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
」

「
家
族
の
介
護
を
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
…
」

　

ま
た
、「
ま
だ
相
談
す
る
ほ
ど

で
は
な
い
」「
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、

変
化
に
つ
い
て
一
人
で
、
ま
た
は

家
族
だ
け
で
悩
み
を
抱
え
て
し
ま

う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、
京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
北

部
医
療
セ
ン
タ
ー
内
に
併
設
さ
れ

寄
り
添
い
支
援
す
る

認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー

て
お
り
、
認
知
症
に
関
す
る
専
門

的
な
相
談
や
診
断
、
治
療
を
行
う

医
療
機
関
で
す
。
医
師
だ
け
で
な

く
、
精
神
保
健
福
祉
士
や
公
認
心

理
師
、
保
健
師
な
ど
の
多
職
種
が

連
携
し
、
ご
本
人
や
ご
家
族
の
不

安
に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
を

受
診
す
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け

医
か
ら
の
紹
介
が
必
要
で
す
。
受

診
時
に
は
相
談
員
が
本
人
や
ご
家

族
の
不
安
を
お
聞
き
し
た
り
、
診

断
後
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

介
護
・
福
祉
の
事
業
所
、
認
知
症

カ
フ
ェ
な
ど
と
連
携
も
行
っ
て
い

ま
す
。

☎
４
６ 

・ 

４
７
０
１
（
直
通
） 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
月
〜
金
曜
日　

※ 

祝
日
お
よ
び

年
末
年
始
を
除
く
）

は
じ
め
の
一
歩
と
し
て

　
認
知
症
は
、
年
齢
を
重
ね
る
中

で
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
身
近
な

も
の
で
、「
何
も
で
き
な
く
な
る

病
気
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
囲

の
理
解
や
早
め
の
相
談
に
よ
っ
て

本
人
に
寄
り
添
っ
た
生
活
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
「
少
し
気
に
な
る
な
」
と
感
じ

た
と
き
が
相
談
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

す
。
ご
本
人
だ
け
で
な
く
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。

気
軽
に
身
近
な
場
所
で
話
を
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

（
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
内
）

1313　　　　　　広報よさの JUN 2026広報よさの JUN 2026 1212広報よさのNo.244広報よさのNo.244



ト
で
か
ら
、
４

歳
か
ら
84
歳
ま

で
の
約
２
０
０

人
の
方
た
ち
が

山
頂
の
千
丈
ヶ

嶽
を
め
ざ
し
ま

し
た
。

　
久
し
ぶ
り
の

山
登
り
に
足
腰

は
悲
鳴
を
あ
げ

て
い
ま
し
た

が
、
山
の
に
お

先
日
、「
第
41
回
大
江
山
一

斉
登
山
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
与
謝
野
町
、
宮
津
市
、
福
知

山
市
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
４
つ
の
ル
ー

千
丈
ヶ
嶽
か
ら
加
悦
谷
平
野
を
見
下
ろ
す

コラム「与謝野の風」

大江山の風を感じて

い
を
嗅
ぎ
な
が
ら
の
緑
中
散
歩
は

そ
う
快
で
、
山
頂
で
食
べ
た
お
に

ぎ
り
は
格
別
で
し
た
。
京
都
府
第

２
の
高
峰
か
ら
は
加
悦
谷
平
野
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
遠
く
間
人
の

海
や
伊
根
湾
、
冠
島
ま
で
眺
望
で

き
ま
し
た
。

　
与
謝
野
町
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
体

験
し
て
ほ
し
い
お
す
す
め
ス
ポ
ッ

ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
よ
り

多
く
の
方
に
与
謝
野
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。来
年
は
、

足
腰
を
鍛
え
て
参
加
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。

― 第１話

大江山一斉登山に

参加して

与謝野町長　

佐賀 利裕

　時の贈り物　［第 145 回　巨石と信仰・伝説６　「金屋の鏡山」]	

屋
区
の
東
側
の
桜
内
地

区
に
鏡
山
と
い
う
小
山

が
あ
り
ま
す
。
小
山
は
東
西
約
31

ｍ
×
南
北
約
18
ｍ
×
高
さ
約
４
ｍ

で
、
頂
上
に
巨
石
が
ピ
コ
ン
と

立
っ
て
い
る
姿
が
見
え
ま
す
。

　

さ
て
、
金
屋
区
内
に
あ
る
国

守
神
社
に
つ
い
て
、
明
治
16

（
１
８
８
３
）
年
に
調
査
し
た
記

録
「
与
謝
郡
神
社
明
細
帳
」
に
よ

る
と
、
こ
の
神
社
は
、
元
々
、
敏

達
天
皇
７
（
５
７
８
）
年
に
鏡
山

の
地
に
あ
り
、延
喜
３
（
９
０
３
）

年
に
姉あ

ね

ヶが

え枝
に
遷
座
し
、
明
治
２

金

（
１
８
６
９
）
年
に
現
在
の
地
へ

移
転
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

鏡
山
は
「
国
守
神
社
の
故
地
」
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
地
名
「
カ
ガ
ミ
ヤ
マ
」

は
「
鏡
」
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
鏡
は
神
社
で
御
神
体
と

し
て
祀ま

つ

ら
れ
る
も
の
で
も
あ
り
、

信
仰
と
深
い
関
係
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
鏡
山
は
、
鏡

と
い
う
神
性
を
帯
び
た
地
名
を
有

し
た
巨
石
を
信
仰
す
る
「
磐い

わ
く
ら座

」

で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

頂
上
の
巨
石

国
道
１
７
６
号
か
ら
見
え
る
「
鏡
山
」

子育て応援課 ☎ 43-9024問

府立医科大学
附属北部医療
センター

り
り
ふ
る

男山
郵便局

至 伊根

午前８時 30 分～午後５時 15 分
※ 土曜・日曜および祝日、12 月 29 日から

翌年１月３日までを除く

― 宮津与謝病児保育所「りりふる」のご案内 ―

宮津市・伊根町・与謝野町で運営する宮津与謝病児保育
所「りりふる」は、保護者が就労などにより病気などの
児童を家庭で看護することが困難な場合に、一時的に保
育・看護する保育施設です。

生後６ヵ月～小学６年生
対象者 医療機関（与謝医師会）の受診を済ませ、

診察医連絡票（医師作成）をお持ちくだ
さい。診察医が利用可能と判断した場合
に「りりふる」が利用できます。

りりふるの利用を希望する方は、事前登録が必要で
す。役場各庁舎で事前登録申請書を受け取り、必要
事項をご記入の上、子育て応援課（加悦庁舎）に提
出してください。後日、利用登録証を送付します。

>>>> 事前登録が必要です

午前７時 30 分～午後６時利用
時間

１回ひとりあたり 2,500 円利用
料金 ※ ただし、５時間以内の利用はひとり

※ あたり 1,500 円

利用
方法 【利用希望日の前日】

午後６時まで（前日が休業日の場合は休
業日の前日）

【当日利用の場合】
午前 11 時まで

電話予約が必要です

症状などをお伺いし、空き状況や
お預かりができるかどうか確認し
ます。また、利用時に病児保育事
業利用申込書などにご記入をお願
いします（押印不要）。

>>>> 利用中は
●

●

看護師が巡回してお子さまの病状を確認し、具合
が急変した場合は連絡します。
緊急を要する場合は、京都府立医科大学附属北部
医療センターの救急外来にて対応します。

“もしも”
大丈夫。

● 診察医連絡票（医師作成）
● 利用登録証持ち物

【所在地】与謝野町字男山 474 番地２
【所在地】（北部医療センターの向かい側）
【問い合わせ先】☎ 46-0025

ＭＡＰ

町ホームページ
（りりふる）

のときも

お子さんの症状や体調にあったお弁当、
おやつ、飲み物、着替え、タオル、服用
中の薬、オムツなどが必要です。症状や
年齢によって必要なものが変わりますの
で、予約時にお尋ねください。

ただし、土曜・日曜日および祝日、12
月 29 日から翌年１月３日までは休業日
です
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― 後期高齢者医療加入者の方へ ―

資格確認書などの一斉更新のご案内

お手元の資格確認書は「７月 31 日㊎」で有効期間を迎えます

後期高齢者医療制度では、令和８年８月から年齢やマイナ保険証の利用状況に応じて、
役場から「資格確認書」または「資格情報のお知らせ」を７月下旬にお届けします。
※ 更新手続きは不要です

あなたに届くのはどっち？ ― 年齢などによって届く書類が異なります ―

85 歳以上の方84 歳以下の方

これまでは、マイナ保険証の利用状況にかかわらずすべての被保険者へ資格確認書を交付していました。
８月からは以下のとおり、年齢およびマイナ保険証の利用状況に応じて、資格確認書または資格情報の
お知らせのいずれかをお届けします。
※ 年齢は令和８年度の資格確認書などの交付日時点における年齢が基準となります

【後期高齢者医療】限度額適用認定の手続きについて
住民税非課税世帯の方および現役並み所得者のうち、区分ⅠまたはⅡに該当する方には、入院などで医
療費が高額になりそうな場合、一つの医療機関における限度額を超える医療費の支払いが免除される制
度があります。

届く書類 必要な手続き 備考

資格確認書
　（限度区分の印字あり） 手続き 不要

現在お持ちの資格確認書にすでに「限定区分」の印字があ
り、世帯構成や所得状況に変更がない場合は、限度区分が
印字されたものが届きます。

資格確認書
　（限度区分の印字なし） 申請が 必要

限度区分を印字することができますので、必要な方は資格
確認書をお持ちのうえ、保健課または本庁舎・野田川庁舎
の住民税務課住民係にお越しください。

資格情報のお知らせ 手続き 不要 マイナ保険証を利用する場合は、限度額を超える医療費の
支払いが免除されます。

マイナンバーカードを所有している
資格確認書

８月からは届いた資格確
認書で受診できます。
マイナ保険証をすでにお
使いの方は、引き続きマ
イナ保険証で受診できま
す。

・

・

いいえ

マイナ保険証の利用登録をしている

マイナ保険証を過去１年間で６回以
上、かつおおむね直近３ヵ月以内に
利用している

いいえ

いいえ
はい

はい

はい

資格情報のお知らせ
マイナ保険証で受診してください。なお、届いた資
格情報のお知らせは、マイナンバーカードと一緒に
保管してください。

資格情報のお知らせだけでは保険診療を受けられません
身体的な理由などからマイナ保険証の利用が難しくなった場
合は、申請により資格確認書を交付できます。詳しくは保健
課までお問い合わせください。

※
※

マイナンバーカードをお持ち
の方は、利用登録していただ
くことでマイナ保険証で受診
できます

※

●

●

●

重度心身障害老人健康管理事業対象者証の更新
対象となる方には、重度心身障害老人健康管理事業対象者証（以下、対象者証）を後期高齢者医療の資
格確認書または資格情報のお知らせに同封してお届けします。

▶ 資格確認書が届く方
資格確認書と対象者証を医療機関などに提示してお使いください。
▶ 資格情報のお知らせが届く方
マイナ保険証で受け付けをしたうえで、医療機関などに対象者証を
提示してください。

マイナ保険証、こんなに便利！

医療費の手続きが簡単

突然の手術・入院でも高
額支払いが不要になる。

過去のお薬情報などを
確認できる

過去のお薬・診療データ
に基づく、より良い医療
が受けられる。

利用登録は簡単！

マイナ保険証の利用登録をし
ていない場合も、医療機関・
薬局にマイナンバーカードを
お持ちいただくと、その場で
登録できます。

厚生労働省
ホームページ

問 保健課 ☎ 43-9022

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information
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令和８年度の国保税率

区 分
医療分 後期分 介護分 子ども分

（新設）

税率 引上率／額 税率 引上率／額 税率 引上率／額 税率

所 得 割 6.3％ 据え置き 2.2％ 据え置き 2.0％ 据え置き 0.2％

資 産 割 35.0％ 据え置き 13.5％ 据え置き 19.3％ 据え置き 1.5％

均 等 割 ３万 400 円 据え置き １万 1,000 円 据え置き １万 3,600 円 据え置き 1,200 円

平 等 割 ２万 400 円 据え置き 7,400 円 据え置き 7,200 円 据え置き 800 円

18 歳以上均等割 ― ― ― ― ― ― 100 円

課 税 限 度 額 67 万円 １万円 26 万円 据え置き 17 万円 据え置き ３万円

国
保
税
改
定
の
お
知
ら
せ

【
与
謝
野
町
国
民
健
康
保
険
】

　
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、国
保
）
は
、

加
入
す
る
方
が
必
要
と
す
る
医
療
を
安

心
し
て
受
診
で
き
る
仕
組
み
で
あ
り
、

こ
の
制
度
は
一
人
ひ
と
り
の
支
え
合
い

に
よ
っ
て
運
営
し
て
お
り
ま
す
。近
年
、

医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
安
定

的
な
国
保
運
営
に
向
け
、
皆
さ
ま
に
も

医
療
の
適
正
受
診
と
必
要
な
国
保
税
の

納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
与
謝
野
町
国
保
で
は
、
加
入
者
数
が

減
少
す
る
一
方
で
、
一
人
あ
た
り
医
療

費
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年

度
の
国
保
加
入
者
一
人
あ
た
り
医
療

費
は
、
令
和
５
年
度
と
比
較
し
て
約

７
８
０
０
円
増
加
し
、
平
成
18
年
度
と

比
較
す
る
と
約
20
万
４
０
０
円
増
加
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
医
療
の
高
度
化

や
高
齢
化
に
よ
り
、
医
療
費
の
上
昇
傾

町
の
国
保
被
保
険
者
数
と

医
療
費
の
状
況

向
は
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

議会構成が決定しました
議長に宮﨑議員、副議長に和田議員 問　議会事務局 ☎ 43-9027

宮﨑有平議長 和田裕之副議長

　
令
和
７
年
度
に
お
い
て
国
保
税
を

改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

８
年
度
の
医
療
分
・
後
期
分
・
介
護

分
に
お
い
て
は
、
国
保
税
率
を
据
え

置
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
８
年
度
か
ら
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
制
度
」が
創
設
さ
れ
、

社
会
保
険
や
国
保
な
ど
、
す
べ
て
の

公
的
医
療
保
険
に
お
い
て
、子
ど
も・

子
育
て
支
援
金
分
（
以
下
、
子
ど
も

分
）
が
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
保
税
の
改
定
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
４
月
か
ら
、
高
齢
者
を

含
む
全
世
代
や
企
業
の
皆
さ
ま
に
支

援
金
を
ご
負
担
い
た
だ
き
、
子
育
て

世
代
に
対
す
る
給
付
の
拡
充
を
通
じ

て
、
子
ど
も
や
子
育
て
世
帯
を
社
会

全
体
で
支
え
る
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
金
制
度
」が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
国
保
税
に
つ
い
て
も
、
８
年
度
か

ら
徴
収
し
ま
す
。
６
月
に
送
付
す
る

「
令
和
８
年
度
国
民
健
康
保
険
税
納

税
通
知
書
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

制
度
と
は
？

国保被保険者数と 1人あたりの医療費の推移

一人あたりの医療費 被保険者数
8,919 人8,919 人

Ｈ
18
年
度

Ｈ
29
年
度

Ｈ
28
年
度

Ｈ
27
年
度

Ｈ
26
年
度

Ｈ
25
年
度

Ｈ
24
年
度

Ｈ
23
年
度

Ｈ
22
年
度

Ｈ
21
年
度

Ｈ
20
年
度

Ｈ
19
年
度

Ｈ
30
年
度

Ｒ
元
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
４
年
度

Ｒ
３
年
度

※ グラフの医療費は、医療機関で診療を受けた医療費の総額であり、国保負担額と自己負担額の合計です。
※ また、後期高齢者医療制度の加入者分は含みません

Ｒ
５
年
度

450

250

9,000

4,000

（千円） （人）

2323
万
６
１
４
４
円

万
６
１
４
４
円

4343
万
６
６
３
３
円

万
６
６
３
３
円

Ｒ
６
年
度

4,038 人4,038 人

暑いときは涼みましょう
熱中症特別警戒情報とクーリングシェルター

熱中症特別警戒情報は、京都府内の暑さ指数情報提供地点の
すべてにおいて、翌日の日最高暑さ指数が「35」に達する
と予測される場合に発表されます。この暑さ指数が 35 に達
する場合は、過去に例のない危険な暑さであり、熱中症救急
搬送者数の大量発生を招き、医療の提供に支障が生じるよう
な、人の健康に重大な被害が生じるおそれがあります。

▶ 暑さ指数 ＝ 気温ではありません

指定暑熱避難施設 ( クーリングシェルター ) は、熱中症による人への健康被害の発生を防止するため、「熱
中症特別警戒情報（熱中症特別警戒アラート）」が発表されたときに開放され、暑さをしのぐ場所にな
ります。現在、与謝野町で指定している施設や開放日などは、以下のとおりです。

▶ 指定暑熱避難施設を指定しました

施設名 所在地 開放日 時間帯 受入可能人数

役場本庁舎 字岩滝 1798 番地１ 月曜日～金曜日
（祝日を除く） 午前８時 30 分

　～午後５時 15 分

10 人

役場加悦庁舎 字加悦 433 番地 10 人

役場野田川庁舎 字四辻 65 番地 毎日 ５人

元気館 字加悦 433 番地 土曜日、日曜日、祝日
午前９時
　～午後５時

10 人

知遊館 字岩滝 2271 番地 月曜日以外 10 人

野田川わーくぱる 字四辻 161 番地 木曜日以外 10 人

利用できる日時は、上記の表に記載したとおりです。また、利用できる場所は、指定施設の指定した場所のみになります
飲み物はご利用する方でご用意をお願いします
指定場所の温度調整はできません
その他、利用にあたっては各施設の指示に従っていただきますようお願いします

※
※
※
※

問　防災危機管理対策室 ☎ 43-9011

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　５月 12 日、第 131 回与謝野町議会５月臨時会において、
宮
み や ざ い ゆ う へ い

﨑有平議員が議長に、和
わ だ

田裕
ひ ろ ゆ き

之議員が副議
長に選出されました。なお、正副議長の任期
は申し合わせにより２年間です。
　また、各種常任委員会などの議会構成も決
定しました。

町ホームページ
（議会構成など）

問　
保
健
課 

☎
４
３
・
９
０
２
２

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information
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与謝野町
有線テレビ

YoutubeＸ（旧 twitter）Facebook 番組ガイドホームページ

与謝野町公式
WEB サイト

＆
SNS LINE Instagram

功績・功労をたたえて

　
田
邉
勝
利
さ
ん（
石
川
）

が
、
高
齢
者
叙
勲
に
お
い

て
、
郵
政
事
業
に
関
し
多

年
に
わ
た
り
顕
著
な
功
績

を
残
さ
れ
た
方
と
し
て
、

「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　
田
邉
さ
ん
は
昭
和
31
年

に
旧
郵
政
省
職
員
と
し
て

採
用
さ
れ
て
以
来
、
平
成

12
年
に
丹
後
郵
便
局
を
退

職
さ
れ
る
ま
で
の
44
年
も

の
間
、
郵
便
局
員
と
し
て

職
務
に
精
励
さ
れ
る
と
と

も
に
、
同
局
長
や
網
野
郵

【
高
齢
者
叙
勲
】

瑞
宝
双
光
章
（
郵
政
事
業
）

田た

邉な
べ 

勝か
つ
と
し利

さ
ん

便
局
長
を
務
め
ら

れ
る
な
ど
、
地
域

社
会
お
よ
び
郵
政

事
業
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　
長
年
に
わ
た
る

ご
尽
力
に
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

糸井嘉男さん、㈱ AGRIST さんからのご寄附

子どもたちに
スポーツの楽しさを

上／児童に目録を手渡す糸井さん　中／糸井さんと太田
さんを囲んで全校児童で記念撮影　下／６年生の児童と
キャッチボールをする糸井さん

　食とスポーツをつなぐ架け橋に――。与謝野
町出身で元プロ野球選手、京都府文化観光大
使の糸

い と

井
い

嘉
よ し

男
お

さんと、町内で農業を営む株式
会社 A

ア グ リ ス ト

GRIST（代表取締役 太
お お

田
た

桂
け い

史
し

さん）か
ら、町内の全小学校にサッカーボールやソフト
バレーボールなどのスポーツ用品（30 万円相
当）をご寄附いただきました。このご寄附は、
糸井さんと㈱ AGRIST さんが手がける「超人
米」の売上金の一部を活用して行われたもので、
今回で２回目となります。
　５月７日には、石川小学校で寄贈式が行われ、
糸井さんが児童たちに「ご飯をいっぱい食べて、
たくさんスポーツに取り組んでほしい」とメッ
セージを送り、目録を手渡しました。児童を代表して６年
生の藤

ふ じ

田
た

類
る き あ

稀亜さんは「体育や遊び時間に大切に使い、友
だちと仲良く遊びたいです。ありがとうございました」と
感謝の気持ちを伝えました。
　その後、糸井さんは児童たちとキャッチボールやドロ
ケー（泥棒と警察）を楽しみながら交流し、校庭は笑顔に
包まれました。
　糸井さん、㈱ AGRIST さん、このたびのご寄附、まこ
とにありがとうございました。

～ 虐待を「見たとき」「聞いたとき」は通報を ～

あなたの勇気が大切な命を守ります

児童・高齢者・障害者の虐待に気づいた方には
通報義務があります。虐待を見たら、聞いたら

「よさの虐待ほっとライン（☎ 43-9033）」へ。
※ 休日・夜間は転送となるため、応答にお時間を

いただきます

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information

人　口
男
女
世帯数

18,696 人
8,998 人
9,698 人
8,754 戸

（－ 52）
（－ 23）
（－ 29）
（－９）

※ ( ) 内は住民基本台帳に基づく前月比
※ 外国人を含む

令和８年４月末現在
まちのうごき

転　入
転　出
出　生
死　亡
その他

内
　
訳

43
68
8

35
0

人
人
人
人
人

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、４月 16 日から５月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届け出の際に希望された方のみを掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

総務課／財産活用・契約室
　☎ 43-9010 
産業観光課
　☎ 43-9012
会計課
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課／ふるさと応援促進室
　☎ 43-9015

与謝野町役場 本庁舎

住民税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林環境課／地球温暖化対策室
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
総務課（CATV 担当）
　☎ 43-9028

加悦庁舎

総務課（防災危機管理対策室）
　☎ 43-9011
上下水道課
　☎ 43-9031

野田川庁舎

2121　　　　　　広報よさの JUN 2026広報よさの JUN 2026 2020広報よさのNo.244広報よさのNo.244



京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
　☎ 0772-68-1041

６月30日（火）まで
町 ・ 府 民 税：第１期
国 民 健 康 保 険 税：第１期

が
存
す
る
土
地
の
所
有
者
、
か
つ
町
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※ 

個
人
で
あ
っ
て
、
空
家
の
所
有
者

に
当
該
空
き
家
の
除
却
に
対
し
、
同
意

を
得
た
も
の
に
限
り
ま
す

　

町
内
の
管
理
不
全
空
家
ま

た
は
管
理
不
全
空
家
に
準
ず
る
空
家
の

除
却
（
空
家
に
附
属
す
る
倉
庫
そ
の
他

の
建
築
物
の
除
却
を
含
む
）
を
行
う
事

業
で
、
解
体
工
事
業
者
の
登
録
を
受
け

た
事
業
者
が
施
工
す
る
も
の

※ 

特
定
空
家
に
指
定
さ
れ
る
と
対
象

外
と
な
り
ま
す

　

対
象
事
業
費
の
３
分
の
１

以
内
（
上
限
額
30
万
円
）

　

老
朽
空
家
な
ど
の
所
有
者

を
確
認
で
き
る
書
類
、
位
置
図
、
現
況

写
真
な
ど
に
よ
り
事
前
判
定
し
ま
す
。

　
　
　
　

６
月
15
日
（
月
）
〜
７
月
31

日
（
金
）
ま
で
に
、
必
要
書
類
を
総
務

課
（
☎
４
３
・
９
０
１
０
）
へ
。

　

与
謝
野
町
が
実
施
す
る
子
宮
頸
が
ん

検
診
は
、「
集
団
検
診
」
ま
た
は
「
医

療
機
関
で
の
個
別
検
診
」
の
方
法
で
受

診
可
能
で
す
。
検
診
無
料
。

　

年
度
末
の
年
齢
が
21
〜
74
歳

で
、
昨
年
度
子
宮
頸
が
ん
検
診
未
受
診

の
方
（
子
宮
頸
が
ん
検
診
受
診
票
を
送

�������	
���������	
��

　

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
高
齢
者

の
方
々
の
生
活
を
応
援
す
る
た
め
、

「
２
０
２
６
与
謝
野
町
く
ら
し
応
援
商

品
券（
高
齢
者
向
け
）」を
発
行
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
現
在
、
与
謝
野
町

に
住
民
登
録
の
あ
る
65
歳
以
上
の
方

　

一
人
あ
た
り
５
０
０
０
円

（
５
０
０
円
券
×
10
枚
）

　

７
月
１
日
（
水
）
〜
12
月

31
日
（
木
）

　

商
品
券
は
６
月
中
に
お
手
元

に
届
く
予
定
で
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
に
よ
り

世
帯
ご
と
に
お
届
け
し
ま
す
。
対
面
で

の
お
渡
し
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
不
在

の
場
合
は
不
在
通
知
書
が
投
函
さ
れ
ま

す
。
お
手
数
で
す
が
、
郵
便
局
に
ご
連

絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　

福
祉
課 

☎
４
３
・
９
０
２
１

　

管
理
不
全
空
家
お
よ

び
管
理
不
全
空
家
に
準

ず
る
空
家
に
限
定
し
、
当
該
空
家
な
ど

の
除
却
撤
去
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

　

空
家
の
所
有
者
ま
た
は
空
家

付
し
て
い
ま
す
）

　

11
月
30
日
（
月
）
ま
で

　

受
診
票
送
付
時
に
案
内
し

ま
す

　

75
歳
以
上
の
方
や
転
入
さ
れ

た
方
で
、
医
療
機
関
で
の
個
別
検
診
を

ご
希
望
の
場
合
は
、
保
健
課
ま
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
隔
年
受
診
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
昨
年
度
受
診
さ

し
た
方
（
妊
婦
健
診
で
の
子
宮
頸
が
ん

検
診
を
含
む
）
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

　
　

保
健
課 

☎
４
３
・
９
０
２
２

　

町
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
高
等
学
校
な
ど
に
修
学
し
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
。

● 

母
子
・
父
子
世
帯
（
20
歳
以
上
の
お

子
さ
ん
の
い
な
い
世
帯
、
ま
た
は
母
子
・

父
子
と
65
歳
以
上
の
方
で
構
成
す
る
世
帯
）

● 

児
童
世
帯
（
父
母
の
い
な
い
20
歳
未

満
の
方
で
構
成
す
る
世
帯
）

● 
障
害
者
世
帯
（
父
母
の
ど
ち
ら
か
が

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
以
上
）

● 

長
期
療
養
者
世
帯
（
父
母
の
ど
ち
ら

か
が
６
ヵ
月
以
上
の
入
院
な
ど
）

〔
入
学
支
度
金
（
ひ
と
り
１

回
限
り
）〕

● 

国
公
立
６
万
３
０
０
０
円

※ 掲載している情報は、５月 28日（木）現在のものです＝問い合わせ先
＝申込先・方法
＝問い合わせ先
＝申込先・方法

町ホームページ

● 

私
立
（
全
日
制
）
17
万
８
０
０
０
円

● 

私
立
（
定
時
制
）
13
万
７
０
０
０
円

● 

通
信
制
４
万
５
０
０
０
円

〔
年
額
６
万
円
（
国
の
支
援
制

度
と
併
給
調
整
あ
り
）〕

● 

特
別
支
援
学
校
高
等
部
お
よ
び
高
等

専
門
学
校
第
４
・
５
学
年

月
額
１
万
６
０
０
０
円
ま
た
は
月
額

１
万
４
０
０
０
円

● 

他
府
県
の
私
立
な
ど

全
日
制
／
月
額
３
万
３
０
０
０
円

定
時
制
／
月
額
２
万
４
０
０
０
円
（
国

の
支
援
制
度
と
併
給
調
整
あ
り
）

　

２
次
申
請
以
降
は
随
時
受
け

付
け
と
な
り
ま
す
が
、
奨
学
金
は
申
請

月
か
ら
の
支
給
と
な
り
、
入
学
支
度
金

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　

６
月
30
日
（
火
）
ま
で
に
、
子

育
て
応
援
課
（
☎
４
３
・
９
０
２
４
）

に
あ
る
申
請
書
に
在
学
証
明
書
を
添
付

し
て
同
課
へ
。

　

朝
に
咲
き
、
夕
方
に
は
散
る
１
日
限

り
の
夏
ツ
バ
キ
を
眺
め
な
が
ら
、
抹
茶

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

６
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

　

加
悦
椿
文
化
資
料
館

　

先
着
20
人

厚生労働省ホームページ

〒 100-8916　東京都千代田区霞が関 1-2-2　厚生労働省健康・生活衛生局補償金担当
☎ 03-3595-2262（午前 10時～４時／土曜・日曜日、祝日、年末年始を除く）

　令和元年 11月 22日、ハンセン病元患者家族に対する補償金の支給等に関する法律（以下、法律）が公布、
施行されました。国ではこの法律に基づき、対象となるハンセン病元患者のご家族の方々には国が補償金を支
給します。お問い合わせ窓口や申請様式などの詳細は、厚生労働省ホームページをご確認ください。
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